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R8C ファミリ用リアルタイム OS MR8C/4 

MR8C/4 へのタイムアウト機能の実装方法 

はじめに 

小さいメモリフットプリントを実現するため、MR8C/4 にはタイムアウト機能を備えたサービスコールはありません。 

本書では、MR8C/4 を使う際にタイムアウト機能を組み込む方法について述べます。 

 

動作確認デバイス 

適用 MCU： R8C ファミリ 
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1. 本書ご使用の手引き 
本書では、MR8C/4 を使用する際にタイムアウト機能を組み込む方法を説明します。 

 

表１ 各項目の説明 

項目 目的 前提 

タイムアウト機能の解説 タイムアウト機能について説明する。 MR8C/4 

組み込み方法 
組み込み方法について段階を追って説明 

する。 
MR8C/4 

参考ドキュメント 
本表の前提欄に記載された知識が得られる 

ドキュメント一覧 
- 
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2. タイムアウト機能の解説 

従来、WAITING 状態に入る可能性のあるサービスコールにはタイムアウト機能が用意されています。 

指定された時間内にサービスコールのプロセスが完了しない場合、タイムアウト機能によってそれ以降の処理はキャンセルさ

れ、ただちにサービスコールから復帰します。この時、サービスコールは E_TMOUT エラーを返します。サービスコールがエラーを

返してもほかに何も影響はないため、タイムアウトしたサービスコールから復帰した時にシステム状態は変わりません。 

MR8C/4 においてサポートしていないタイムアウト付きサービスコールを図１に示します。 

 

タスク付属同期機能 

tslp_tsk 起床待ち(タイムアウトあり) 

同期・通信機能(セマフォ) 

twai_sem セマフォ資源の獲得(タイムアウトあり) 

同期・通信機能(イベントフラグ) 

twai_flg イベントフラグ待ち(タイムアウトあり) 

同期・通信機能(データキュー) 

tsnd_dtq データキューへの送信(タイムアウトあり) 

trcv_dtq データキューからの受信(タイムアウトあり) 

 

図 1 サポートしていないタイムアウト付きサービスコール一覧 
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3. タイムアウト機能の組み込み方法 

タイムアウト機能の組込みには、例えば、セマフォやイベントフラグの待ち行列に並んでいるタスクを強制的に WAITING 状態か

ら解放するためのオプションを使います。ユーザ設定のタイムアウト時間を監視し、その時間に達すると強制的にタスクを解放す

るためのタイマが必要です。 

図 2 に、サービスコール”wai_sem”にタイムアウト機能を組み込むサンプルプログラム”MR8C4_Timeout”の例を示します。 

 

図 2 組み込み方法の実例 

Task1 は、6 秒間セマフォ"sem1"を待つことを試みる。もし、セ

マフォカウンタが 6 秒以内に全く受信されない場合、Task1 は

WAITING 状態から解放され、引き続き次の命令コードを実行し

ます。 

tmwai_sem 関数はセマフォ"sem1"値を獲得するサービスコー

ル"wai_sem"を実行します。"sem1"の初期値がゼロなので、

Task1 は"sem1"値が解放されるまで WAITING 状態に置かれま

す。ユーザによって設定されたタイムアウト期間に達した時、

ID_Alm Task が動き出すように設定されます 

ユーザによって設定されたタイムアウト期間に達した時、アラー

ムハンドラ"Alm_Task"は WAITING 状態から Task1 を強制的に解

放します。 

 

移植性を持たせるため、図 3 に示すようにタスクとアラームハンドラの両方に同じＩＤ番号をつけると有用です。. 
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タスクとアラームハンドラ両方と

も同じ ID 番号を割り当てます。 

図 3 ファイル“template.cfg”の画面 

 

この方法には、以下のようなプラス面とマイナス面があります。 

• プラス面 

- タイムアウト機能をそれほど複雑でなく実現できる。 

- タイムアウト時間に達するまで、常にリソースやイベントの監視ができる。 

• マイナス面 

- サービスコール（たとえば、irel_wai）、時間管理機能（たとえば、AlmTask1）、関数呼び出し（たとえば 

tmwai_sem）の追加が必要となる。 

- 時間管理機能を使うので、タイマをシステムクロックとして使う必要がある。 

 

4. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル 

• MR8C/4 V1.00 ユーザーズマニュアル 

（最新版をルネサステクノロジホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス テクノロジホームページ 

http://japan.renesas.com/
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry

csc@renesas.com
 
 

改訂記録 

改訂内容 

Rev. 発行日 ページ ポイント 

1.00 2010.03.17 — 初版発行 
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